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オ
ッ

ト
ー

は

「

ギ

ー

タ

ー
」

が

禅
と

違
う
所
は

そ
の

有
神
論
で

あ
る

と

し、

ま
た

敬
虔
主

義
も
そ
こ

に
認
め

る
。

さ

て

大
峡
は

フ

ァ

ウ
ス

ト

講
師

の

手
を
借
り
て、

禅
宗

史
を
加
え
た

こ

の

書
を
帰
国
二

年
後
（
一

九
二

五
）

に

出
版
し
た

。

謝
辞
に

は
ハ

イ

デ
ル

ベ

ク

の

H
・

リ
ッ

ケ
ル

ト
教

授
や

マ

ー

ル

ブ

ル

ク

の

オ
ッ

ト

ー

博
士

、

友
入
の

E
・

ヘ

リ

ゲ
ル

等
の

名
が

挙

が

っ

て

い

る
。

ヘ

リ
ゲ
ル

は

東
北
大

学
の

哲
学
科
外
人

教
師
と
し

て

仙
台

に
赴
任
し、

弓

道
を

仙

台
で

習
っ

て

『

弓
と

禅
』

（

騨
誌

き

魯
丶

映

§
象

織

題

駒

還
§
象
ミ
鴨

鴇

§
勲

一

逡
○◎）

の

和

訳
が

あ
る

書
を

残
し
た

（
「

禅
」

は
遺

稿
）

。

夫
入
は

生

け
花
と
墨

絵
を

習
い
、

『
生
け

花
の

道』

が
同
じ
稲

富
・

上
田

訳
で

出
た
と
い

う
。

大

峡
は
始
め
に

中
国

禅
宗

史
を
概

論
し、

年
表
を

付
け
て

六

卜
頁
に

及
ぶ

。

そ
れ
か
ら

信
心

銘
と

証
道
歌
に

引
き
続

き
無
門
関
と

碧
巌
録、

白
隠
の

著
語
を

含
む
五

位
頌、

十
重
禁
戒、

そ

し

て

難
透
と

し
て

の

葛
藤
集
の

四
則
を

、

註
付
き
で

ド

イ
ツ

語
訳
し

た
。

第
十
四

部
会

京
鹿
子
娘
道
成

寺
に

お

け
る

　

聖

な
る

女
性
に
つ

い

て

の
一

考
察東

　
本

　
早

紀

子

　
「

京
鹿
子

娘
道
成
寺
」

と
は
、

有
名

な
歌
舞
伎
演
目
の
一

つ

で

あ
る

。

宝

暦
二

年
（
一

七
五

三）

＝ 一
月、

初
世
中
村
富

十
郎
が、

江

戸
下

り
初
御

目

見
得
と
し
て

初
演
し
た

。

歌

舞
伎
の

「

京
鹿
子
娘
道

成
寺」

は
、

能
の

「

道
成

寺
」

を
「

敷
に

し
て

創
作
さ
れ
た

作
品
で

あ
り

、

そ
れ

ぞ

れ
、

道

成
寺
説
話
の

後
日
潭
で

あ
る

。

歌
舞
伎
と

能
は
、

日
本
の

伝
統
的
な
舞
台

芸
能
で

あ
り

「

道
成
寺
も
の
」

と

呼
ば
れ

る

共
通
し
た

物
語
で

あ
る．、

し

か
し、

両
者
を

比
較
し
た
場
合、

物
語
の

主

人
公
・

清
姫
の

イ
メ

ー

ジ
が

対
極
的
に
設
定
さ
れ
て

い

る
と

い

う
点
に
大
き
な
違
い

が

見
ら
れ
る

。

歌

舞
伎
に

お
い

て

物
語
の

主
人
公
・

清
姫
は、

聖
な
る

女
性
の

顕
現
で

あ
る

の

に

対
し

、

一

方
、

能
に

お
い

て

清
姫
は、

悪
し

き

女
性
と

し
て

描
か

れ

て

い

る
。

「

道
成
寺
も
の
」

の

発

端
と

な
っ

た

道
成
寺

説
話
に

は
、

平
安

時
代
中
期
の

「

本
朝
法
華
験
記
」

「

今
昔

物
語

集
」 、

鎌
倉
時
代
の

「

元
亨

釈
書
」 、

続
い

て

室
町
時

代
の

絵
巻
「

道
成

寺
縁
起
」

な
ど

が

あ
げ
ら

れ

る
。

こ

れ

ら
の

物
語
に

は、

そ
れ
ぞ
れ
登
場
人
物
や
描
き

方
に

若
干
異
な

る
部

分
は

見
ら
れ
る

が、

共
通
し
た
物
語
で

あ
る

。

そ
し
て

、

道
成
寺
説

話
の

後
日

潭
で

あ
る

歌
舞
伎
の

「

京
鹿
子
娘
道
成
寺
」

と

能
の

「

道
成

寺
」

も

共
通
し

た

物
語
で

あ
る

。

し

か
し

な
が
ら、

能
か
ら

歌
舞
伎
に
創
作
さ
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れ
た

際
、

物
語
の

主
人
公
・

清
姫
の

イ
メ

ー

ジ
は、

悪
し

き
女
性
か
ら
聖

な
る

女
性
へ

と

イ
メ

ー

ジ
チ
ェ

ン

ジ
が
な
さ
れ

て
い

る
。

で

は、

こ

の

物

語
に

お

い

て、

主
人
公
の

イ
メ

ー

ジ

チ
ェ

ン

ジ
を
す
る
こ

と

に
成
功
し
た

要
因
は

何
な
の

か
。

ま
た
、

当
時
の

観
客
は

ど
の

よ

う
な
主

人
公
の

イ
メ

ー

ジ
を

求
め

て

い

た

の

か
。

本
発
表
で

は
、

当
時
か
ら

現
代
に

か

け
て

の

ロ
本
人
の

も
つ

宗
教
性
や
思

想
の
一

側

面
に

つ

い

て
、

聖
な
る

女
性
に

焦

点
を
あ
て

考
察
し

て

い

く
。

　

紀
州
道
成
寺
に

は
、

釣
鐘
に

ま
つ

わ
る

古

く
か
ら

伝
わ

る

有
名
な
伝
説

が

あ
っ

た
。

そ
れ

は
、

時
は

永
長
六
年
（
九
二

八
年）

の

こ

と
。

紀
州
国

日
高
郡
に

住
む

真
那
古
庄
司
の

娘
の

清
姫
は
、

庄
司
の

家
に
一

夜
の

宿
を

借
り
た

熊
野
詣
の

若
い

僧
の

安
珍
に
思
い

を

寄
せ

る
。

そ

し
て

、

二

人
は

夫
婦
に

な
る

約
束
を
交
わ

す
が
、

僧
は
立
ち

去
っ

て

し
ま

う
。

そ
の

裏
切

り
を

知
っ

た

清
姫
は

、

嫉
妬
の

あ
ま

り
、

つ

い

に

は
蛇
体
と

な
っ

て

逃
げ

た

僧
の

後
を

追
い
、

道
成
寺
の

釣
鐘
の

中
に

隠
れ
た
恋
し
い

僧
を
鐘
ご

と

焼
き
つ

く
し
、

自
ら
も
息
絶
え
て

し
ま
う

。

そ
の

後、

二

人

は

畜
生

道
に

落
ち
た
が
、

高
貴
な
僧
の

写
経
に

よ

っ

て

救
わ

れ、

別
々

に

天
へ

と

昇
っ

た
。

法
華
経
と
は

有
り
難
い

も
の

で

あ
る

。

こ

れ

が

道
成

寺
説

話
で

あ

る
。

こ

の

伝
説
に

基
づ

い

て
、

そ
の

後
に

展

開
さ

れ
た

物

語
が

、

能
の

「

道
成
寺
」

と

歌
舞
伎
の

「

京
鹿

子
娘
道
成

寺
」

で

あ
る

。

清
姫
の

た

め

に

焼

失
し
て

い

た

紀

州
道
成
寺
の

釣
鐘
が、

正

平
十
四

年
（

＝
二

五

九

年
）

に

再
興
し
た

。

そ
こ

へ

清
姫
の

亡
霊
が
、

白
拍
子
花
子
（

中
世
の

女

芸

人）

に

扮
し
て

現
わ
れ
、

鐘

供
養
の

妨
害
を

し
た
と

い

う
物
語
で

あ

る
。

す
な
わ
ち

、

清

姫
は

、

鐘
へ

の

恨
み

を
は

ら

す
べ

く
、

鐘
供
養
が
行

わ

れ
る
目

に、

紀
州
道
成

寺
を
再
び

訪
れ

、

再

興
さ

れ
た

鐘
を
祟
っ

た
物

語、

「

道
成

寺
」

で

あ
る

。

　

能
と
歌

舞
伎
で

共
通
し
て

見
ら
れ
る

の

は
、

第
一

に
、

清
姫
が
僧
の

禁

欲
生
活
を

脅
か

す
存
在
の

女
性
と

し
て

描
か

れ

て
お

り、

第
二

に、

女
性

の

普
遍
的
な
苦
し
み
と

し
て

の

嫉
妬
が

鐘
を

媒
体
に

表
現
さ
れ
て

い

る
。

そ
し

て
、

第
三

に
、

恋
に
一

途
で

健
気
な
女
性
と
し

て

描
か

れ
て

い

る

と

い

う
点
で

あ
る

。

し

か
し

、

共
通
し
た
物
語
で

あ
っ

て

も
、

能
と

歌
舞
伎

を
比

較
し
た

場
合

、

物

語
、

舞
台
構
造、

衣
裳
に

よ

っ

て

観
客
に

与
え
る

物
語
の

主
人
公
の

イ
メ

ー

ジ

は

大
き
く
変
化
す
る．、

結
論
と

し
て、

歌
舞

伎
だ

か

ら
こ

そ
、

清
姫
を
聖
な

る

女
性
と

し
て

描
く
こ

と

に

成
功
し
た
の

で

あ
る

。

な
ぜ

な
ら、

能
は

抽
象
的

表
現
で

あ
る

の

に

対
し、

歌
舞
伎
は

能
の

抽
象
的
な

要
素
を

含
み

つ

つ
、

写
実

的
表
現
だ
か
ら

で

あ
る
．

こ

の

「

京
鹿

子
娘
道
成

寺
」

に

即
し

て

言
う
限
り
で

は
、

物

語
の

主
人
公
・

清

姫
の

表

現
は

、

鐘
へ

の

執
念
だ
け
に

止
ま
ら

な
い

。

女
・

蛇
・

聖
が

、

女

性
と

し
て

生
き
る
こ

と
へ

の

情
念
と

し
て

繋
が
っ

て

い

る

の

で

あ
る

。

そ

れ

は
、

歌
舞
伎
舞
踊
に
よ
っ

て
、

聖

な
る

女
性
の

表
現
が
更
に

強
調
さ
れ

る
。

そ
こ

で

観
客
は
、

本
当
の

自
分
の

姿
を
主
人

公
の

中
に

投
影
し
、

想

像
の

世

界
に

自
身
を

解
放
し

て

い

る

の

で

あ
る

。

宗
教
に

お

け
る

．

女
”

の

伝
統

　
　

　

天
理

教
婦
人
会
に
つ

い

て

の
］

考
察

堀

　
内
　
み

ど

り

　
「

一

時
女

、

婦
人
会
と

し
て

始
め

掛
け。

こ

れ
人

間
が

始
め

掛
け
た
の

や
な
い

。

神
が

始
め
さ

し
た

の

や
」

（

明
治
＝

＝

年
三

月
二

五

日）

と
の

神

意
（

「

お
さ

し
づ
」

冖

明
治
二

〇
年
か
ら

四
〇
年
に

か
け
て

、

本

席
飯

降
伊
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